
妊婦スクリーニング（妊娠３０週頃まで）
（血清検査：CLEIA法もしくはPA法）＊

図2 HTLV-Iスクリーニングの進め方

（血清検査：CLEIA法もしくはPA法）
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＊ 最初の妊婦スクリーニン グではど
ちらか一方を行なう。 カウンセリング
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＊＊ 哺乳方法については妊婦の判断

を尊重する。（母乳哺育を希望す
れば、その意志を尊重する。）

＊＊＊ 一部にキャリアが含まれる可能性
成立することを説明し、
人工乳か短期母乳哺育
（３ヶ月まで）を勧める＊ ＊

母乳哺育を勧める
ては妊婦の自主性を

尊重する＊ ＊ ＊

部にキャリアが含まれる可能性
について説明する。PCR法は参考
にはなるが絶対的なものではない。


